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　菅野久信（すがの・ひさのぶ）先生が、令和６年12月７日、享年101歳で逝去されました。
　菅野先生は大正12年に福岡県久留米市でお生まれになり、昭和17年に東京大学第２工学部をご卒業後、
昭和19年から30年にかけて、九州大学医学部薬理学教室において助手および講師として勤務されました。
昭和27年から30年にはロックフェラー財団のフェローとしてシカゴ大学薬理学教室に留学、さらに昭和
31年にはオーストリア政府の招待によりウィーン大学心理学教室にも留学され、国際的にも広い視野で研
究に取り組まれました。
　帰国後は九州大学医学部心身医学教室にて、心身医学の先駆者である故・池見酉次郎先生（九州大学医
学部心療内科初代教授）のもとで助教授として研究を進められました。マイクロバイブレーションや重心
動揺計など、先進的な医療機器の開発にも尽力され、日本の心身医学の発展に大きく貢献されました。
　その後、昭和36年には九州大学医療短期大学部教授に就任され、昭和49年からは産業医科大学教授とし
て教鞭を執られました。平成2年まで、脳波測定を用いた香りの生理心理学的効果の研究に取り組まれて
いました。
　平成３年、池見先生とMOAインターナショナル理事長・川合先生との出会いを契機に、全人的医療の
視点に基づく自然順応型健康法の科学的研究の推進について話し合われ、同年、福岡県粕屋町にMOA九
州生命科学研究所が設立されました。池見先生から厚い信頼を寄せられていた菅野先生が、初代所長とし
て研究所を率いられました。
　当財団は、菅野先生に研究を委託し、岡田式浄化療法の科学的検証が本格的に開始されました。研究
の進展に伴い、その成果の公益性を高めるため、平成７年にMOA九州生命科学研究所は当財団に併合さ
れ、菅野先生は福岡研究所の所長に就任。平成16年からは当財団の顧問として活動されました。岡田式浄
化療法に関する多くの論文の執筆・支援を通じて、同療法の科学的有効性を社会に広く伝えることに尽力
されました。
　私自身は平成３年よりMOA九州生命科学研究所の研究員として勤務を始め、菅野先生から研究の基本
姿勢を直接ご指導いただきました。先生は非常に好奇心旺盛で、世界中の医療機器や分析手法などに関す
る情報を積極的に収集され、それらの研究への応用を常に模索されていました。興味を持たれた機器や手
法があれば即座に導入され、「内田君、これを使って実験してみらんね」と、福岡弁で気さくに声をかけ
てくださったことが今も印象に残っています。当時、先生のご紹介により、九州大学心療内科の研究者と
交流する機会を得て、心拍変動解析という新たな技術を学びました。この経験は、現在に至るまでの研究
に大きく活かされ、心拍変動の測定は健康チェックの主要な指標となり、岡田式浄化療法をはじめとする
岡田式健康法の自律神経機能への影響評価にも役立てられています。
　また、先生のお導きで、九州大学工学部の上野照剛教授（当時）とのご縁をいただいたことが、私の進
路に大きな影響を与えました。上野教授のもとで医用工学を学ぶ中で、教授が故・渥美和彦東京大学名誉
教授（日本統合医療学会初代理事長）の紹介により東京大学に転任されたことをきっかけに、私も東京大
学で学ぶ機会を得ることができました。そこで博士（工学）の学位を取得し、その後、脳波研究の成果を
活かして、2012年には岡田式浄化療法が脳波に及ぼす影響に関する論文を米国の学術誌に掲載することが
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できました。これが、岡田式浄化療法の科学的エビデンスのひとつとなりました。現在、私が日本統合医
療学会認定施設である東京療院にて研究を続けられているのも、菅野先生をはじめ、上野先生や渥美先生
とのご縁があってこそと、深く感謝しております。
　菅野先生と最後にお会いしたのは、新型コロナウイルスが拡大する直前、私が熊本に帰省した折のこ
とでした。その際、「また一緒に飲みたいですね」と約束したのに、それが叶わなかったことが心残りで
す。先生はワインと魚料理をこよなく愛され、飲み会では常に明るく、「わっはっは！」と豪快に笑われ
る声が、今も耳に残っています。もう一緒に杯を交わすことができないのは寂しい限りですが、今頃は天
国で、大親友であった故・山岡淳先生（日本大学名誉教授）と楽しく語らいながら、お酒を楽しんでおら
れることと思います。
　菅野先生は、当財団における岡田式健康法の研究発展に大きな功績を残されたばかりでなく、私自身の
人生にも深く関わってくださいました。心より感謝申し上げます。私たち職員一同、先生のご遺志を受け
継ぎ、岡田式健康法の生命科学的研究をさらに推進し、その成果を世界に向けて発信してまいります。

【職名、学位】  産業医科大学名誉教授、医学博士（九州大学）
【専 門 領 域】  医用生体工学、脳波、マイクロバイブレーション

琉球大学医学部にて講演（2003年）

第６回岡田式健康法研究会（福岡）にて研究員とともに（2014年）
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大正12年（1923）久留米市生まれ
昭和17年（1942）  
東京大学第２工学部卒
昭和19年－30年（1944－1955）  
九州大学医学部薬理学教室助手-講師
昭和27年－30年（1952－1955）  
Rockefeller財団のFellowとしてシカゴ大学薬理学
教室
昭和31年（1956）  
オーストリア政府招待によりウィーン大学心理学
教室にてマイクロバイブレーションの共同研究
昭和32年－36年（1957－1961）  
九州大学医学部心身医学教室所助教授
昭和33年（1958）  
九州大学で医学博士を授与
昭和36年－49年（1961－1974）  
九州大学医療短期大学部教授
昭和49年－平成２年（1974－1990）  
産業医科大学医学部教授
平成２年（1990）４月  
産業医科大学名誉教授

【MOAとの関係】
平成３年－７年（1991－1995）  
MOA九州生命科学研究所所長

平成７年－16年（1995－2004）  
当財団生命科学研究所（福岡研究所）所長

平成16年－令和６年（2004－2023）  
当財団顧問
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